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一般選挙後の初議会に臨む18人の村議会議員
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 新しい議員が決まりました

      平成 27 年度 暮らしのゆとりと安らぎを担う予算が成立

      137 億 2900 万円の一般会計予算を可決

      平成 27 年度の注目事業 生活に直結する事業をチェック

      一般質問

 議会の構成が決定

 ６月定例会開催予定
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中　 村　　　 勉　（66）
当選 7 回

泊字焼山 40-3
77-2106
友 政 会

議 員 紹 介

平成27年４月 26日の一般選挙で選出された議員を紹介します。
（任期：平成27年４月 30日～平成 31年４月 29日）
新たな議会の構成は、11ページに掲載しています。

寺　下　和　光　（62）
当選１回

尾駮字野附 32
72-2930
友 政 会

橋　本　猛　一　（63）
当選 9 回

尾駮字野附 372
72-2220
きずなクラブ

附　田　義　美　（71）
当選 6 回

尾駮字二又 23-2
72-4000
友 政 会

　５月 15 日の臨時会で、議員のご推
挙により副議長に就任しました。
　副議長に選出していただき、大変名
誉なことであり、心から感謝を申し上
げますとともに、責任の重大さを痛感
しているところですが、議員経験の豊
富な橋本隆春議長のもとで議会が円滑
に運営されますよう、誠心誠意努力し
て参りますので、ご支援、ご指導賜り
ますようお願いを申し上げます。

副議長
松　本　光　明　（67）

当選 5 回
泊字焼山 584-2
77-2571
友 政 会

小　 泉　　　 勉　（63）
当選 5 回

倉内字笹崎 484
74-2388
きずなクラブ

髙　橋　文　雄　（61）
当選 4 回

尾駮字猿子沢 361
72-2104
友 政 会

鳥谷部　正　行　（63）
当選 3 回

倉内字笹崎 551
74-2329
友 政 会

鳥　山　義　隆　（52）
当選 3 回

倉内字笹崎 287
74-2851
友 政 会
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相　内　宏　一　（76）
当選 6 回

倉内字前谷地 52
75-2405
きずなクラブ

議 員 紹 介

新しい議員が決まりました

橋　本　　　竜　（38）
当選１回

倉内字切楊場 108-4
71-3133
友 政 会

髙　田　博　光　（57）
当選 2 回

鷹架字前田 25-1
74-2668
きずなクラブ

三　角　武　男　（66）
当選 7 回

泊字川原 85-4
77-2630
きずなクラブ

橋　本　隆　春　（58）
当選 6 回

尾駮字野附 48
72-2030
無 所 属

　村民の皆さまには、日頃より議会に
対して、ご理解とご協力を賜り心から
感謝申し上げます。
　５月 15 日の臨時会で、議員のご推
挙により議長に就任しました。
　本村の現状をみれば、第一次産業の
振興・雇用の確保・村民所得の向上な
ど多くの課題を抱えています。
　議会が一丸となって村民生活の向上
を目指し、議会活動を行って参ります
ので、皆さまの力強いご支援・ご指導
を心からお願いを申し上げ、議長就任
のあいさつとさせていただきます。

議　長

木　村　廣　正　（66）
当選 3 回

倉内字前谷地 19-110
75-2176
友 政 会

岡　山　勝　廣　（66）
当選 4 回

倉内字笹崎 1031-11
74-2133
きずなクラブ

木　村　常　紀　（66）
当選 5 回

尾駮字野附 48
72-2213
きずなクラブ

小　泉　靖　美　（62）
当選 6 回

倉内字笹崎 485
74-3100
きずなクラブ
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平成 27年
３月定例会

３月定例会のあらまし
　
平
成
27
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
12
日
ま
で

の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
の
本
会
議
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
が
新
年
度
予
算

を
第
一
次
産
業
を
は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
商
工
業
、

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
・
福
祉
の
充
実
に
重
点
を

お
い
た
「
暮
ら
し
の
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
担
う
予
算
」
と

位
置
付
け
、
第
３
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
重
点
施
策

に
つ
い
て
表
明
。

　
本
定
例
会
に
は
、
27
年
度
の
８
会
計
の
当
初
予
算
を
は

じ
め
、
26
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
お
よ

び
一
部
改
正
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
議

案
41
件
、
承
認
１
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
日
の
本
会
議
に
は
、
橋
本
勲
議
員
か
ら
、
再

処
理
工
場
の
確
実
な
操
業
に
向
け
て
議
会
活
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
「
再
処
理
工
場
の
確
実

な
操
業
に
向
け
た
決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
に
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
３
名
の
議
員
が

登
壇
し
、
教
育
や
防
災
対
策
、
酪
農
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、

厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
零

細
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
資

料
配
布
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

可決

が成立

幼稚園と保育所の機能を持った「おぶちこども園」が
本年４月からスタート



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第３２号

137億2900 万円の　
　　　一般会計予算を  

平成27年度　暮らしのゆとりと安らぎを担う予算  

　
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ

の
特
別
会
計
な
ら
び
に
３
つ
の
公
営
企
業
会
計
合
わ

せ
て
約
１
８
８
億
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

６
億
６
０
０
０
万
円
、
３
．
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
７
億
２
９
０
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
３
億
４
９
０
０
万
円
、
２
．
６
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
全
体
の
約
53
％
を
占
め
る
村
税

で
、
総
額
は
72
億
２
０
０
０
万
円
。
そ
の
主
な
も
の
は
、

固
定
資
産
税
の
61
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歳
出
に
は
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
整
備
事
業
や
文

化
交
流
プ
ラ
ザ
改
修
事
業
な
ど
の
継
続
事
業
の
ほ
か
、
泊

中
学
校
整
備
事
業
や
千
歳
平
こ
ど
も
園
整
備
事
業
、
人
工

魚
礁
整
備
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
な
ど
の
予
算
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
村
の
26
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
積
立
金
が
約

85
億
円
、
一
般
会
計
の
歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
の
借
入

金
が
約
63
億
円
、
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
加

え
た
借
入
金
は
１
３
３
億
９
０
０
０
万
円
で
、
27
年
度
は

年
間
約
10
億
円
の
償
還
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

平成27年度各会計当初予算の状況
会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　較

一　般　会　計 １３７億２９００万円 １３３億８０００万円 ３億４９００万円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１２億６８５８万２千円 １１億７４０９万９千円 ９４４８万３千円

後期高齢者医療特別会計 ６３１４万７千円 ６９７３万５千円 ▲６５８万８千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

９８６５万５千円 ８９３９万６千円 ９２５万９千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

１０億２７３８万円 ９億４４８６万２千円 ８２５１万８千円

水道事業会計 ６億４４１６万１千円 ５億１３６５万３千円 １億３０５０万８千円

農業集落排水事業会計 １億５０７５万４千円 １億４６７０万７千円 ４０４万７千円

下水道事業会計 １８億１９６５万５千円 １８億２６６４万９千円 ▲６９９万４千円

合　　　計 １８８億　１３３万４千円 １８１億４５１０万１千円 ６億５６２３万３千円

当
初
予
算
の
内
容

平成 27年
３月定例会

各会計総額は約188億円
　　　　　　　　（前年度比で3.6％の増）

※「水道事業会計」、「農業集落排水事業会計」、「下水道事業会計」の予算額については、経営に伴って発生す
　る収益的予算と将来に備えて行なう建設改良などに使われる資本的予算の合計額を示す。
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ク ロ ー ズ ア ッ プ

生活に直結する事業をチェック

　冬期間の交通確保のため、村内の村管理路線の
除雪や凍結防止剤の散布を行います。

除雪対策事業　　約２億３８００万円
　村の分別収集計画に基づき、村内全域のごみ収
集所に出された家庭ごみを、クリーンペア・はま
なすおよび一般廃棄物最終処分場に運搬します。

家庭ごみ収集運搬業務委託　約６０００万円

　村外の高等学校に入学している生徒に対し、通
学費などの助成を目的に給付しています。
　今年度からは、１カ月あたり２千円を増額し、
７千円を給付します。

高等学校生徒通学費等補助事業
　　　　　　　　　　約１３６０万円

　小中学校への入学時の経済的負担の軽減を図る
ため、村内の小中学校に入学する児童・生徒の保
護者に入学祝金として５万円を支給します。

小中学校入学祝金給付事業
　　　　　　　　　　約１２００万円

　村内児童生徒の学習意欲の高揚ときめ細かな指
導の徹底を図るため、昨年度、試行的に導入した
南小学校と第二中学校以外の村内小中学校に整備
するもので、タブレット端末 400 台と管理用サー
バーや関連機器などを整備します。

小中学校タブレット端末購入事業
 　　　　　　　　　　約１億７７００万円

教 育

　保護者の経済的負担の軽減を図ることを目的に、
昨年度から実施した事業で、村内小・中学校の児童・
生徒の保護者が負担する給食費を村が負担するこ
とで、給食費の無料化を行っています。

小中学校給食費補助事業　約４５００万円

　村の人材育成を目的に、高等学校・高等専門学校・
短大などの入学時に５万円、大学入学時に 10万円
を支給し、勉学に励む学生を支援します。

人材育成基金事業　約２０００万円

　泊中学校の建設に向けて、敷地や立地条件など
基本的なことを決定する調査を行います。

泊中学校整備事業　約２７００万円

　経済的な理由により就学が困難な方へ資金を貸
与する制度で、①高等学校は月額 15000 円、②専
門学校月額 3万円以内、③短期大学などは月額 5
万円、④大学は月額 7万円、⑤大学院は月額 10万
円を限度に貸与します。

奨学資金貸与事業　約６０００万円

生 活

建設から約 40年経過する現在の泊中学校
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ク ロ ー ズ ア ッ プ

平成 27 年度の注目事業

福 祉

　老朽化が進む千歳平保育所を改築するため、施
設の設計や用地を購入します。
　同施設は、29 年度末の完成を目指し、30 年４
月から認定こども園制度を導入する予定です。

千歳平こども園整備事業
　　　　　　　　　　約８６００万円

　高齢者が村内の入浴施設を利用するための移動
手段として、毎週火曜日と木曜日の週 2回、無料
バスの運行を行います。

高齢者無料入浴バス運行事業
　　　　　　　　　　　約３５００万円

　70歳以上の村民の村内入浴施設の利用料金を無
料にしていることから、その利用実績に応じた金
額を施設管理者に支払います。

入浴施設利用者補助事業
　　　　　　　　　　約２１００万円

　乳幼児などの保健および出生育児環境の向上に
寄与することを目的に、０歳から 15歳に達する年
度末までの医療費の自己負担分を村で負担します。
　今年度からは、「児童扶養手当」所得制限額から
「児童手当」所得制限額まで引き上げ、対象者を拡
大しました。

乳幼児等医療費給付事業
　　　　　　　　　　約３２００万円

防 災

　防災行政用無線施設の老朽化に伴い、同施設を従
来のアナログ方式からデジタル方式に更新します。
昨年度は親局や遠隔制御局など整備しました。
　今年度は、屋外子局 50局と各家庭に設置してい

防災行政用無線施設更新整備事業　約５億８７００万円
る戸別受信機 3800 戸分を更新します。
　同事業は、29 年度までの継続事業で、村内全域
の屋外子局および戸別受信機は 28年度で完了する
予定です。

スポーツ

　レスリング競技の普及と強化を図るため、千歳
平地区に新設するもので、今年度末に完成する予
定です。

レスリング道場整備事業　約８８００万円
　屋内温水プールを新設するため、昨年度は施設
の具体的な設計や土地の購入を行いました。今年
度は、造成工事や施設の建設に着手し、28年度末
に完成する予定です。

屋内温水プール整備事業　約４億７０００万円

産 業

尾駮レイクサイドパーク整備事業
　　　　　　　　　　　約 1億２８００万円

　尾駮沼北側周辺の護岸の環境整備を図り、村民の
憩いの場として 26 年度から 30 年度にかけて整備
するものです。
　昨年度は、実施設計などを行い、27 年度は計画
用地（約 3.3ha）の整備をするもので、28年度以降
は休養施設や遊具施設などの整備をする予定です。

　酪農家のゆとりある経営と後継者の育成に寄与
することを目的として、酪農家に代わって作業を
行う酪農ヘルパーの利用料金の半分を助成します。

酪農ヘルパー利用助成事業　約８５０万円

　漁獲が落ち込んでいるサケの漁獲向上を図るた
め、泊地区馬門川におけるふ化場設置の可能性に
ついて調査を実施します。

さけふ化場可能性調査事業　約６６０万円
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答
　
Ｅ
Ｖ
登
録
台
数
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
26
年
３

月
末
現
在
で
国
内
に
は
約

８
万
４
０
０
０
台
、
青
森
県

内
で
７
０
０
台
余
り
と
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
Ｅ
Ｖ
の
充
電
設
備

は
、
村
の
公
用
車
用
と
し
て

の
普
通
充
電
器
が
１
基
、
原

燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
無
料
で

使
用
で
き
る
急
速
充
電
器
が

１
基
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

同
施
設
の
利
用
状
況
は
１
日

平
均
１
．
４
回
程
度
と
伺
っ

て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
、
１
点
目
に
つ
い
て
は
、

Ｅ
Ｖ
販
売
企
業
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
事
業
者
が
率
先
し

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
こ

と
が
前
提
と
考
え
る
が
、
Ｅ

Ｖ
普
及
状
況
、
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
維
持
管
理
の
方
法

な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
検
討

し
て
参
り
た
い
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
国

で
は
、
県
が
定
め
た
本
村
の

設
置
基
数
５
基
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
充
電
設
備
機
器
費

お
よ
び
設
置
工
事
費
に
係
る

費
用
の
最
大
３
分
の
２
を
補

助
す
る
制
度
と
、
国
の
補
助

制
度
で
補
塡
さ
れ
な
い
残
り

３
分
の
１
と
維
持
管
理
費
用

を
合
同
会
社
日
本
充
電
サ
ー

ビ
ス
が
補
塡
す
る
制
度
な
ど

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、

新
た
な
補
助
制
度
の
構
築
を

図
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

の
Ｅ
Ｖ
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
普
及
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
た
上
で
検
討
し
て
参
り
た

い
。

答
　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
の

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応

す
る
人
材
の
育
成
を
目
的

に
、
小
学
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
中
学
生
は
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
で
の
海
外
体
験
学
習

を
実
施
し
て
き
た
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
や
情
勢
不
安
時

に
は
自
粛
措
置
を
講
じ
て
き

た
。

　
こ
の
度
の
過
激
派
組
織
イ

ス
ラ
ム
国
の
邦
人
人
質
事
案

お
よ
び
そ
の
後
の
日
本
人
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
と
い
う

声
明
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学

省
よ
り
海
外
渡
航
時
の
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に
細

心
の
注
意
を
払
う
よ
う
注
意

喚
起
文
書
の
通
知
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
海
外
体
験
学
習
に
当
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
で
き
得

る
限
り
安
全
確
保
に
努
め
て

き
た
が
、
万
が
一
、
想
定
外

の
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
本
村

の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

生
命
を
脅
か
し
か
ね
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
の
も
と
、
定
例
校
長

会
議
な
ど
の
意
見
を
踏
ま

え
、
27
年
度
の
海
外
に
お
け

る
研
修
は
自
粛
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
の
小
中
学
生
対
象
保
護

者
に
対
し
て
、
本
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
小
中
学

校
と
も
に
国
内
で
の
代
替
案

を
支
持
す
る
回
答
が
85
％
を

超
え
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　　

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
保
護
者

の
意
向
も
、
子
供
た
ち
の
安

全
確
保
が
最
優
先
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
の
で
、
27

年
度
は
国
内
で
当
初
の
目
的

で
あ
る
異
文
化
交
流
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
対
応
は
、
あ
く
ま

で
も
27
年
度
に
限
っ
て
の
暫

定
的
な
も
の
で
、
海
外
体
験

学
習
の
目
的
を
果
た
せ
得
る

代
替
案
と
し
て
、
英
語
お
よ

び
異
文
化
に
浸
か
っ
た
体
験

が
で
き
る
国
内
の
候
補
地
を

選
定
中
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
供

た
ち
が
安
全
な
環
境
の
も
と

で
異
文
化
交
流
体
験
が
で
き

る
よ
う
、
今
後
、
学
校
、
保

護
者
と
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
参
り
た
い
。

一般質問

鳥
山

　
義
隆 

議
員

小中学生を対象とした
　　海外研修の研修先を変更しないのか

問

代替案として、英語や異文化に浸かった
体験ができる国内の候補地を選定中であ
る。

答

問
　
小
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
海
外
研
修
に
つ

い
て
、
次
の
２
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

(1)
実
施
に
あ
た
っ
て
、
ど
の     

　
よ
う
な
危
機
管
理
体
制
の

　
も
と
で
行
な
わ
れ
る
の

　
か
。

(2)
研
修
先
の
変
更
は
し
な
い

　
の
か
。

問
　
Ｅ
Ｖ
対
応
の
充
電
設
備
を
増
設
す
る
考
え

　
　
は
な
い
か
。

答
　
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
維
持
管
理
の
方
法

　
　
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問
　
Ｅ
Ｖ
車
対
応
の
充
電
設

備
の
増
設
に
つ
い
て
、
次
の

２
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

(1)
村
の
公
共
施
設
に
整
備
す

　
る
考
え
は
な
い
か
。

(2)
民
間
企
業
の
整
備
に
対
し

　
て
補
助
す
る
考
え
は
な
い

　
か
。

原燃 PRセンター内に設置されている急速充電器



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第３２号

答
　
26
年
８
月
に
開
設
し
た

六
ヶ
所
村
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

設
計
画
を
受
け
、
医
師
住
宅
な

ど
を
含
め
た
旧
尾
駮
診
療
所
の

移
転
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
23
年
７
月
に
尾
駮
療
所
跡

地
施
設
等
活
用
方
策
庁
内
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
活
用
方
策

を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
そ
の
中
で
、
４
棟
の
医
師
住

宅
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
末
で

建
築
か
ら
既
に
20
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
営
住

宅
と
し
て
再
利
用
す
る
に
は
改

修
工
事
費
が
約
３
０
０
０
万
円

見
込
ま
れ
る
た
め
、
車
庫
を
含

め
た
医
師
住
宅
は
老
朽
化
が
著

し
い
た
め
解
体
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
27

年
度
に
解
体
工
事
費
の
積
算
に

に
伴
う
調
査
設
計
費
を
計
上

一般質問

問
　
旧
尾
駮
診
療
所
医
師
住
宅
の
今
後
の
方
針
を
示
せ
。

答
　
解
体
工
事
費
を
積
算
後
、
解
体
す
る
予
定
で
あ
る
。

髙
橋
　
文
雄 

議
員

緊急飲料対策は十分か。問

災害時に必要とされる飲料水の確保に努
めている。

答

答
　
飲
料
水
兼
用
防
火
水
槽

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

域
に
お
い
て
飲
料
水
が
不
足
し

た
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、
泊
小

学
校
・
千
歳
中
学
校
・
第
二
中

学
校
お
よ
び
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
北
地
区
内
に
１
０
０
ト
ン
級

を
計
４
基
整
備
し
、
40
万
リ
ッ

ト
ル
の
飲
料
水
を
確
保
し
て
い

る
。

　
大
規
模
災
害
で
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
と
ま
っ
た
場
合
、
１
人
が

１
日
に
消
費
す
る
飲
料
水
３

リ
ッ
ト
ル
を
３
日
分
備
蓄
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
で

使
用
す
る
生
活
用
水
を
考
慮
す

れ
ば
12
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要

と
考
え
る
。

　
村
の
人
口
か
ら
換
算
す
る

と
、
３
日
間
に
必
要
な
飲
料
水

は
39
万
６
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
に

対
し
、
４
基
、
40
万
リ
ッ
ト
ル

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
の
備
蓄
と
し
て
飲
料
水
用
の

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
約
１
６
０
０
本
を
備

蓄
し
て
い
る
。

問
　
飲
料
水
兼
用
防
火
水
槽

は
、
現
在
、
村
内
４
地
区
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
緊
急

飲
料
対
策
と
し
て
十
分
と
考

え
て
い
る
か
。 

　
ま
た
、
今
後
増
設
の
計
画

は
あ
る
か
。

答
　
公
営
住
宅
に
附
帯
す
る
児

童
遊
園
は
、敷
地
内
の
住
戸
数
・

規
模
お
よ
び
形
状
、
住
棟
の
配

置
な
ど
に
応
じ
て
、
入
居
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
て
整
備
し
て

い
る
。

　
村
で
は
、
10
箇
所
の
公
営
住

宅
に
児
童
遊
園
を
整
備
し
て
い

る
が
、
そ
の
管
理
は
、
年
１
回

の
草
刈
り
業
務
を
業
者
委
託
に

よ
り
実
施
す
る
と
と
も
に
、
遊

具
は
、
目
視
に
よ
る
点
検
や
入

居
者
か
ら
の
情
報
提
供
を
受

け
、修
繕
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
同
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
は
、
公
営
住
宅
の
附
帯
施
設

の
み
の
指
定
管
理
は
制
度
の
趣

旨
に
馴
染
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

導
入
を
見
送
っ
て
き
た
。

　
今
後
も
、
草
刈
り
業
務
の
回

数
を
増
や
す
こ
と
や
、
遊
具
な

ど
の
点
検
を
専
門
業
者
へ
委
託

す
る
な
ど
適
正
な
管
理
を
行

い
、
児
童
が
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。

問
　
公
営
住
宅
に
附
帯
す
る
児
童
遊
具
施
設
の

　
　
管
理
を
指
定
管
理
で
き
な
い
か
。

答
　
付
帯
施
設
の
指
定
管
理
は
制
度
の
趣
旨
に

　
　
馴
染
ま
な
い
。

問
　
公
営
住
宅
に
は
遊
具
を

備
え
た
児
童
遊
具
施
設
が
設

け
ら
れ
、
現
在
は
所
在
す
る

各
自
治
会
な
ど
の
奉
仕
に
依

存
し
て
い
る
。

　
児
童
が
安
全
に
利
用
す
る

た
め
に
は
公
園
施
設
と
同
等

の
管
理
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
指
定
管
理
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

問
　
旧
尾
駮
診
療
所
医
師
住

宅
は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
空

室
に
な
っ
て
い
る
が
、
医
師

住
宅
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

方
針
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
旧
尾
駮
診
療
所
の

活
用
（
跡
地
利
用
）
も
含
め

て
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
飲
料
水
兼
用
防
火
水

槽
施
設
か
ら
遠
隔
地
の
避
難
所

に
対
し
て
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製

車
載
型
給
水
タ
ン
ク
２
０
０
０

リ
ッ
ト
ル
型
１
基
、
１
０
０
０

リ
ッ
ト
ル
型
１
基
、
車
載
型
飲

料
水
タ
ン
ク
２
０
０
０
リ
ッ
ト

ル
用
10
袋
を
活
用
し
て
配
水
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る

飲
料
水
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。

　
村
と
し
て
は
、
今
後
も
防
災

及
び
減
災
対
策
の
強
化
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

し
、
そ
の
後
、
解
体
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
ま
た
、
旧
尾
駮
診
療
所
は
、

葬
祭
時
に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル

や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
防
災

資
機
材
庫
を
あ
わ
せ
持
つ
複
合

的
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
改
修
す
る
場
合
と
解
体
し

て
新
築
す
る
場
合
に
つ
い
て
検

討
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
改
修
し
た
場

合
は
７
０
０
０
万
円
か
ら

９
０
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
解
体
し
て
新
設

す
る
場
合
に
は
国
庫
補
助
金
の

返
還
な
ど
財
産
処
分
の
承
認
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
多
額

の
改
修
費
や
施
設
の
利
便
性
お

よ
び
今
後
の
維
持
管
理
費
な
ど

を
考
慮
し
、
解
体
も
視
野
に
入

れ
た
財
産
処
分
に
つ
い
て
、
国

と
事
前
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
の
要
望
を
踏

ま
え
、
少
子
高
齢
化
社
会
や
防

災
対
策
に
配
慮
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
の
整
備
を
計
画
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第３２号（10）

答
　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
は
、
作

業
を
近
隣
の
農
家
同
士
で
相
互
扶

助
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の

後
、
１
日
の
労
働
時
間
が
長
い
こ

と
や
休
日
が
な
い
こ
と
な
ど
の
厳

し
い
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め

制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
、
本
村
で

は
３
年
度
か
ら
余
暇
の
充
実
と
計

画
的
な
休
日
の
確
保
の
た
め
に
一

定
の
割
合
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
村
と
し
て
は
、
酪
農
家
の
労
働

条
件
の
改
善
や
担
い
手
不
足
対
策

に
有
効
な
施
策
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
27
年
度
か
ら
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
助
成
事
業
を
実
施
し
、
短
期

利
用
に
半
額
助
成
を
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル

パ
ー
事
業
は
ゆ
う
き
青
森
農
協
ヘ

ル
パ
ー
利
用
組
合
が
行
い
、
加
入

農
家
の
積
立
金
と
利
用
負
担
金
で

運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
事
業
内
容
と
し
て
、
補
助
的
に

ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
す
る
補
助
利
用

型
と
、
全
作
業
を
ヘ
ル
パ
ー
に
依

頼
す
る
定
期
利
用
型
が
あ
り
、
飼

養
頭
数
や
休
日
利
用
に
よ
っ
て
も

利
用
料
は
異
な
る
と
伺
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
不
慮
の
事
態
で
５
日
以

答
　
現
在
、
村
内
の
廃
校
舎
お

よ
び
未
使
用
の
公
共
施
設
は
、

廃
校
舎
と
し
て
は
、
旧
二
又
小

学
校
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校

あ
わ
せ
て
５
校
あ
る
が
、
補
助

金
の
返
還
が
生
じ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
関
係
自
治
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
要
望
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
用
途

を
変
更
し
た
う
え
で
、
全
て
が

利
活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
ま
た
、
未
使
用
の
公
共
施
設

は
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
は
耐
用

年
数
の
経
過
や
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
27
年
度
に
解
体
す

る
予
定
で
、
倉
内
へ
き
地
保
育

所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
倉
内

地
区
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
旧
戸
鎖
へ
き
地
保
育
所

は
、
老
朽
化
が
進
み
危
険
な
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
解
体
す

る
方
向
で
補
助
事
業
に
係
る
財

産
処
分
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
。

　
村
と
し
て
は
、
廃
校
舎
や
未

使
用
の
公
共
施
設
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
危

険
建
物
は
解
体
し
、
再
利
用
が

で
き
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
幅

広
い
利
活
用
に
柔
軟
性
を
持
っ

て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

一般質問

岡
山

　
勝
廣 

議
員

廃校舎などの公共施設の有効利用策を
どのように考えているのか。

問

再利用ができる施設は、地域の意見を尊
重しながら柔軟に対応したい。

答

問
　
起
債
の
借
り
入
れ
を
極

力
行
わ
な
い
で
、
将
来
を
見

据
え
た
財
政
基
盤
の
構
築
に

努
め
る
と
す
る
基
本
姿
勢

は
、
大
変
評
価
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
将
来
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
試
行
し
な
が
ら
種

を
撒
い
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
節
約
し
た

投
資
、
有
効
利
用
と
い
う
視

点
に
立
っ
た
新
規
事
業
の
開

拓
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
。

昨
今
、
全
国
的
に
小
中
学
校

の
統
廃
合
が
進
む
中
、
一
部

自
治
体
で
は
廃
校
舎
を
社
会

教
育
施
設
や
体
験
交
流
施

設
・
文
化
施
設
・
福
祉
施
設
・

民
間
企
業
の
工
場
や
オ
フ
ィ

ス
に
利
活
用
し
、
賃
貸
や
利

用
収
入
を
新
規
事
業
の
財
源

に
充
て
た
り
、
無
償
化
す
る

こ
と
で
事
業
所
の
誘
致
や
新

た
な
起
業
・
創
業
の
支
援
、

雇
用
の
創
出
を
図
る
例
も
あ

る
と
聞
く
が
、
本
村
に
お
い

て
は
、
廃
校
舎
の
み
な
ら
ず

役
割
を
終
え
た
公
共
施
設
の

利
活
用
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問
　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
、

　
　
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も
り
か
。

答
　
技
術
研
修
な
ど
へ
派
遣
し
て
技
術
向
上
に

　
　
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
本
村
と
東
北
町
の
生
乳

生
産
量
は
県
全
体
の
約
６
割

を
占
め
る
酪
農
地
域
で
あ
る

が
、
飼
養
頭
数
は
30
年
前
の

半
分
以
下
ま
で
減
少
し
、
生

産
量
は
９
万
６
９
２
８
ト
ン

を
ピ
ー
ク
に
、
近
年
は
７
万

ト
ン
台
で
推
移
し
て
い
る
。

　
酪
農
家
数
も
、
１
９
８
０

年
代
の
５
分
の
１
以
下
に
減

少
し
、
一
戸
当
た
り
の
飼
養

頭
数
の
規
模
の
拡
大
が
進
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
酪
農
家
に
と
っ
て

は
、
休
日
の
確
保
や
子
孫
へ

の
後
継
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
村
で
は
、
酪
農
後
継
者
の

育
成
と
ゆ
と
り
あ
る
経
営
に

資
す
る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
の
利
用
助
成
を
27
年
度

か
ら
実
施
す
る
と
聞
く
が
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
お
伺
い

た
い
。

(1)
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
内
容
と

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い

　
て
。

(2)
ヘ
ル
パ
ー
不
足
と
ヘ
ル

　
パ
ー
の
意
識
向
上
、　
技

　
術
向
上
を
指
摘
す
る
声
も

　
聞
く
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い

　
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

　
つ
も
り
か
。

上
利
用
す
る
長
期
型
で
は
、
利
用

組
合
か
ら
利
用
料
の
半
額
が
補
助

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
村
で
は
、
長
期
型
を
除
く
短
期

型
に
助
成
す
る
こ
と
と
し
、
利
用

回
数
の
増
加
に
よ
っ
て
家
族
旅
行

や
子
ど
も
の
行
事
な
ど
に
参
加
で

き
る
こ
と
で
、
担
い
手
の
確
保
と

安
定
し
た
経
営
環
境
が
形
成
さ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
25
年
度
の
利
用
実
績
は
、
46
戸

の
全
酪
農
家
が
利
用
組
合
に
加
入

し
、年
間
延
べ
６
０
５
日
利
用
し
、

利
用
料
金
は
約
９
７
５
万
円
で
１

戸
当
た
り
年
平
均
約
13
日
で
21
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
通
常
は

３
名
の
搾
乳
技
術
員
で
対
応
し
、

緊
急
的
利
用
が
重
な
っ
た
と
き
は

臨
時
ヘ
ル
パ
ー
８
名
で
対
処
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
本
村
が

実
施
す
る
助
成
措
置
に
よ
り
利
用

者
が
増
え
れ
ば
増
員
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
、
関
係
者

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
際
、
ヘ
ル

パ
ー
の
人
材
育
成
が
課
題
と
し
て

上
げ
ら
れ
、
技
術
向
上
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
る
教
育
や
技
術
研
修
な
ど

へ
の
派
遣
に
よ
り
技
術
向
上
に
向

け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
関
係
者
と
話
し
合
い

を
重
ね
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
制

度
へ
熟
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

酪
農
の
担
い
手
が
安
心
し
て
経
営

が
で
き
、
他
業
種
か
ら
の
新
規
参

入
も
見
込
め
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

産
業
へ
と
推
し
進
め
て
参
り
た

い
。
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【議会運営委員会（定数８）】 議会の日程、請願・陳情等の取扱いなど議会運営や議長の諮問に関する
ことを審議します。

委　員　長 副 委 員 長 委　　　員

松　本　光　明 岡　山　勝　廣 橋　本　猛　一　　木　村　常　紀　　小　泉　　　勉
髙　橋　文　雄　　木　村　廣　正　　鳥　山　義　隆

【総務企画常任委員会（定数６）】主な所管事項は、村の総務部門、企画・防災部門、出納室、議会事務局、監査委員事務局などに関する請願・陳情などの審査や所管事項の調査を行います。
委　員　長 副 委 員 長 委　　　員

小　泉　靖　美 木　村　廣　正 三　角　武　男　　岡　山　勝　廣
鳥　山　義　隆　　寺　下　和　光

【産業建設常任委員会（定数６）】主な所管事項は、村の産業・建設部門、公営企業部門及び農業委員会に関する請願・陳情などの審査や所管事項の調査を行います。
委　員　長 副 委 員 長 委　　　員

鳥谷部　正　行 橋　本　猛　一 松　本　光　明　　中　村　　　勉
橋　本　隆　春　　小　泉　　　勉

【福祉教育常任委員会（定数６）】主な所管事項は、村の福祉部門、教育委員会及び選挙管理委員会に関する請願・陳情などの審査や所管事項の調査を行います。
委　員　長 副 委 員 長 委　　　員

髙　田　博　光 橋　本　　　竜 相　内　宏　一　　附　田　義　美
木　村　常　紀　　髙　橋　文　雄

【むつ小川原エネルギー対策特別委員会（定数17）】
新むつ小川原開発基本計画の推進調査および立地企業の安全対策ならび
に地域振興対策などの調査を行います。

委　員　長 副 委 員 長 委　　　員

髙　橋　文　雄 木　村　常　紀

橋　本　猛　一　　三　角　武　男　　中　村　　　勉
相　内　宏　一　　附　田　義　美　　小　泉　靖　美
松　本　光　明　　小　泉　　　勉　　岡　山　勝　廣
木　村　廣　正　　鳥谷部　正　行　　鳥　山　義　隆
髙　田　博　光　　寺　下　和　光　　橋　本　　　竜

【一部事務組合議会議員】
一部事務組合は、複数の普通地方公共団体が、行政サービスの一部を共
同で行うことを目的として設置する組織で、構成市町村議会議員で組織
する議会がチェックします。

組　合　名 派　遣　議　員

北 部 上 北 広 域 事 務 組 合 議 会 　 相　内　宏　一　　鳥谷部　正　行　　寺　下　和　光

下 北 地 域 広 域 行 政 事 務 組 合 議 会  　松　本　光　明

十和田地区食肉処理事務組合議会  　中　村　　　勉　　岡　山　勝　廣

上 北 地 方 教 育 福 祉 事 務 組 合 議 会  　橋　本　　　竜　

議会の構成が決定議会の構成が決定
５月15 日に開催した ｢平成27 年
第２回臨時会｣で、常任委員会など
構成が決まりました。
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６月定例会会期日程（案）
日　　　程 月　 日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第 １日目 ６月 ５日（金） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、
委員会付託　　　　　　 　

第 ２日目 ６月 ６日（土） 休日休会

第 ３日目 ６月 ７日（日） 休日休会

第 ４日目 ６月 ８日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第 ５日目 ６月 ９日（火） 休　　会 常任委員会※1

第 ６日目 ６月 10 日（水） 休　　会 特別委員会※1

第 ７日目 ６月 11 日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第 ８日目 ６月 12 日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

　
こ
の
度
、
広
報
委
員
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
本
誌
の
発
行
や

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
広
報
に
関
す
る
こ
と
を
所
管
す

る
委
員
会
で
す
。

　
六
ヶ
所
村
議
会
と
し
て
、
議
会

活
動
を
広
く
村
民
に
お
知
ら
せ
し
、

村
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
る
た
め
に
議
会
広
報
の
発
刊

を
し
て
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
村
民
の
視
点
に
立
ち
、

「
よ
り
分
か
り
や
す
く
」、「
よ
り
充

実
」
し
た
広
報
誌
作
成
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
村
民
の
皆
様
の
ご

意
見
、
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
充
実
に
心
が
け
る
と
と

も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に

も
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

編

集

後

記

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会

　
委

員

長
　
髙

田

博

光

　
副
委
員
長

　
寺

下

和

光

　
委

員
　
髙

橋

文

雄

　
委

員
　
鳥

山

義

隆

　
委

員
　
橋

　
本

　
　
　
竜

議会を監視するのは『あなた』です。
３月定例会の傍聴人は 43人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

※議会の日程は、変更されることがあります。※１  各委員会の開催時間などについては、決まり次第、ホームページでお知らせします。

　去る、２月 16日に行なわれた青森県町村
議会議長会第 65回定期総会において、橋本
猛一議長が、議会の運営および地域の振興発
展に顕著な功労が認められ、全国町村議会議
長会から特別表彰を受賞しました。
　また、同日、長年にわたる議会活動などを
通じて地方自治の進展に大きな役割を果たし
た功績と貢献が認められ、全国および青森県
町村議会議長会から自治功労表彰を受賞しま
した。

●県 表 彰：（町村議会議員として 19 年以上在職）
　相内宏一、附田義美、小泉靖美、橋本隆春

●全国表彰：（同 15 年以上在職）
　松本光明、橋本喜代二、木村常紀、小泉勉、橋本勲

●県 表 彰：（同 11 年以上在職）

　岡山勝廣、髙橋文雄

私
た
ち
が

　
　
広
報
委
員
で
す
。




